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Ｉ　緒言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　automation一筆者らの造語）症と呼ぶべきもの

　現代の情報化社会の中核をなすものはコンピュ　　が顕在化することも予想される。

一タである。学校教育の場にもコンピュータが徐　　　そこで，筆著らを含む共同研究グループは，今

々に普及しており, CL ( computer literacy)あ　　目的状況としては導入がますます推進されるであ

るいはＣＡ１（ｃｏｍｐｕtｅｒassisted instuction)と　　ろうという前提にたって，児童生徒の心身の健康

いった形で活用されるようになってきた。全国的　　への影響をその有無も含めて，生体機能測定や調

には，小中学校においてＣＬ，ＣＡＩ目的のコンピ　　査など多角的な方向から検証することを進めた。

ユータの導入はまだまだ少ないとはいえるが，中　　　今回は，コンピュータを導入している小中学校

には早くから積極的に導人し，教育用ソフトプロ　　の児童生徒を対象として，コンピュータ学習ある

グラムの自主開発作成を試みながら授業実践を行　　いはコンピュータクラブ活動の前後における視機

っている学校も見られる。総じていえば，＜緒＞　　能の変化（これを短期的影響とする）を測定した。

から＜本格的導人＞の段階に来たといえよう。　　　さらに，児童生徒のライフスタイルや，コンピュ

　さて，成人のコンピュータ社会においては産業　　一タ・テレビゲームに対する態度，人間関係，自

保健の立場から，特に0A( office automation)　覚疲労症状などの調査を行った。あわせて測定と

ブームの始まる1980年以後, VDT (visual display　　調査の関連を検討し，若干の知見を得たので報告

terminal)作業著を中心に見られるＶＤＴ症ある　　する。ただし，継続研究の中間報告的なものであ

いはテクノストレスといった健康問題がクローズ　　ることをことわっておく。

アップされ，コンピュータと心身の健康への影響

について研究が進められた。その結果，日本産業　　Ⅱ　方法

衛生学会報告，労働基準局長通達として作業指針　　　1.測定・調査対象校および対象者

が提示されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　コンピュータ導入校はまだ少なく，かつ遠隔地

　一方，青少年期のＶＤＴ症に関しては，主にテ　　ヘの測定機器搬入や対象者の経年的追跡の可能性

レビゲームが視機能に与える影響についての報告　　などを考慮すると，対象校を多くすることは容易

があるが，学校教育領域でのコンピュータ利用と　　ではない。そこで今回は，石川県Ａ小学校，東京

子供達の心身の健康におよぼす影響についての研　　都Ｂ小学校，奈良県Ｃ中学校，愛知県D, E, F

究はほとんどなされていない。学校教育でＣＬや　　中学校（中学生はいずれもコンピュータクラブ員）

ＣＡＩなどの活用が進みつつあることを踏まえる　　を対象とした。また比較検討のためにコンピュー

と，コンピュータの無計画な導人……伊Uえば，子　　夕を導入していない愛知県ｘ，Ｙ，ｚ小学校（以

供達のコンピュータに対する態度についての無理　　下，非導入校）および上記のＤ中学校（クラブ員

解，適切な指導者の不在，機器｡･教材としてのソ　　以外はコンピュータ学習を経験していない）を対

フトウェアやハードウェアの不足，コンピュータ　　象とした。なお，測定・調査が円滑に進むように

ルームなどの環境設備の不備，他……に

果の面はもとより心身への健康にも悪影響を与え　　とした。各校のコンピュータ利用状況を表１に示

かねない。これにより，今後はいわばSA (school　　す。
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表１　コンピュータ導入校の状況

　　　　本格的導入年と台数。現在の主な利用方法。

Ａ小学校　　・1985年、28台。

　　　　　　・教育ソフトプログラムの自主開発

　　　　　　作成、既成ソフトプログラムやワ

　　　　　　ープロを利用した授業実践。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
Ｂ小学校　　・1!・7年、17台。

　　　　　　・教育ソフトプログラムの自主開発

　　　　　　作成、既成ソフトプログラムやワ

　　　　　　ープロを利用した授業実践。

Ｃ中学校　　・1983年、45台。

　　　　　　・教育ソフトプログラムの自主開発

　　　　　　作成と授業実践、クラプ活動。

Ｄ・Ｅ・Ｆ・1984年～1987年、各学校5～6台。
中学校　　・クラブ活勤による基礎学習と既成

　　　　　　プログラムリストの入力実行程度。

　2.調査内容

　質問紙調査の内容は多岐にわたるが，その中心

となるものは自覚的健康度である。調査は測定当

日（一部別日）の授業時間や空き時間を利用し，

児童やクラブ具に必要に応じて筆者らが説明を加

えながら，その場で記入してもらいかつ回収した。

　具体的には，以下の諸項目である。

　①フェイスシート:学年，組，性別など

　②生活時間　　　：テレビ視聴･家や塾での勉

　　　　　　　　　　強・外遊びの各時間など

　③テレビゲーム　：好き嫌い，所有率，テレビ

　　　　　　　　　　ゲームをやる友人・場所・

　　　　　　　　　　時周，テレビゲームと目の

　　　　　　　　　　疲れなど

　④マイコン　　　:所有率，親和性など

　⑤CAI ・グラフ活:親和性，理解度, CAI ・ク

　　動　　　　　　　ラブ活動と目の疲れなど

　⑥自覚的健康度　：からだの丈夫さ，目･肩・

　　　　　　　　　　指･腕の疲れ，睡眠，イラ

　　　　　　　　　　イラ，運動不足など

　⑦人間関係や性格:友人の数，自主性，楽しみ

　　　　　　　　　　など

　③その他　　　　：家族の眼鏡・コンタクトレ

　　　　　　　　　　ッズ利用率など

　本稿では，コンピュータや目の疲労に関連する

項目のみについて分析することとし，他の項目に

ついては別の機会に紹介したい。

　3.測定項目

　①　屈折度

　他覚的自動屈折検査器オートレフＲ１（キャノ

ン製，２台）を用いて屈折度を測定した。本器は

赤外線を利用して屈折度を他覚的に測定すると同

時に，乱視系眼のスクリーニングにも適用できる。

従って，自覚的な測定値である板付きレンズによ

る屈折度や視力検査よりは客観的指標となる。

　固視標を椅子に座った被検著の眼の高さで５ｍ

離れた棚などに置き，これを自然視したときの遠

見屈折度と，さらに本体に付属している30cm先の

固視標を見る状態で近見屈折度を，散瞳薬を点眼

しないで測定した。また，視線が落ち着かないな

どの対象者を除いて片眼遮閉は原則として行わな

かった。この操作は眼科医または熟達したものが

行った。測定値は1/8ジオプター（Ｄ）の幅で屈折

度（球面度ＳＰＨ）および乱視度（円柱度ＣＬＹ）

がプリントアウトされる。左右眼それぞれ３回以

上測定し，繰り返し同う直または近似値を示した

ものを被検者の屈折度および乱視度とした。また，

遠見屈折度と近見屈折度との差を各自の「調節度」

として検討した。

　②　近点距離

　近点測定器Ｉ型（竹井機器製1台，本来幅湊用

であるため片眼遮閉になるように簡単な細工をし

た）またはＶＤＴ近点計（東洋メディカル製，２

台）を用いて被検者の近点距離を測定した。

　視標を遠見から近見へ，次いで近見から遠見へ

移動させながら近点距離ｍｍをはかり，両方の値の

平均値を求めた。

　③　フリッカー値

　　４人用フリッカー値測定器ＣＥ４（ＯＧ技研製，

１台）または一部の対象者には１人用フリッカー

値測定器ＦＶ－Ａ（ヤガミ製，１台）を用いた。

説明と練習を兼ねた操作を１回行った後，３回

（値の変動が大きいものはそれ以上の回数）測定

し，その平均値を求めた。

　④　視力

　視力は当該学校教員による定期健診のものを利

用した。

　視力を除いたこれらの測定は，導人校では平常

行っているコンピュータ学習（ほとんどが午前）

あるいはコンピュータクラブ活動（ほとんどが午
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後）の直前･直後において行った。特に直後の方

は，コンピュータ操作をしている者あるいはCRT

を注視している者から順次測定機器へ向わせ，で

きるだけすみやかに行った。非導入校ではほとん

ど午前に行った。

　その他，対象者数，測定･調査年月，条件など

の概要を表２に示す。

Ⅲ　結果

　1.質問紙調査

　（1）テレビゲーム，コンピュータ，ＣＡＩ学習

・コンピュータクラブ活動への親和性

　図１は，テレビゲーム，コンピュータ学習・コ

ンピュータクラブ活動などに対する親和性を導人

小学校児童，中学校クラブ具について男女別にみ

たものである。テレビゲームについて肯定的に回

答した者（（1）＋（2），以下同じ）は，男子（小87%,

中79% )が女子（小62% )より高く，この数値は

テレビゲームの保有率とほぼ一致する。これにつ

いては，非導入校での調査でも同じような結果が

得られた。

　コンピュータについて肯定的に回答した著は，

小学校女子はテレビゲームの回答率より上回った

（73％）のに対し，男子は小中学校ともに下回っ

　表2　測定時の概要

た（小84%,中75% )。男子の方が女子より高い

値を示しているものの，子供達にとってテレビゲ

ームは男子がより好む＜遊び道具＞であり，コン

ピュータは学習のための＜教材＞であると判断し，

その結果男女間で差が少なくなったものと考えら

れる。

　コンピュータ学習・クラブ活動の楽しさについ

て肯定的に回答した者は，中学校男子(79% )よ

りは小学校男女で高率(95%, 87% )であった。

　コンピュータ学習・クラブ活動の増加について

はほとんどの者（小男98%,女96%,中男95％）

が肯定的に回答した。

　一方，非導人小学校について，コンピュータ学

習の希望について調査したところ，肯定的に回答

した者は，男子65%,女子50％であり，導入小学

校のコンピュータ学習に対する親和性よりは低い。

未経験ということから判断ができない者も多い。

　（2）自覚的な目の疲労感

　表３は，コンピュータ学習後に目の疲労を訴え

る者と，ふだん目の疲労を訴える者およびコンピ

ュータ学習の楽しさについて小学生男女別にクロ

ス集計したものである。また比較のため，非導入

小学校およびＤ中学校の調査でのふだん目の疲労

を訴える者も示した。
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図1　テレピゲーム・コンピュータ・ＣＡＩなどへの親和性

【導入小学校男子】

　問１．あなたは、ファミコンなどのテレピゲ

　　　　ームがすきですか

　閥ｎ．あなたは、コンピュ－タのような機械

　　　　で遊ぶのかすきですか

　問Ⅲ．学校でのコンピュータを使った勉強は

　　　　楽しいですか

　問IV.これからコンピュータを使った勉強を

　　　　もっとふやしてほしいですか

【導入小学校女子】

　問Ｉ．あなたは、ファミコンなどのテレビゲ

　　　　ームかすきですか

　問Ｕ．あなたは、コンピュータのような機械

　　　　で遊ぶのかすきですか．

　問Ⅲ．学校でのコンピュータを使った勉強は

　　　　楽しいですか、

　問IV.これからコンピュータを使った勉強を

　　　　もっとふやしてほしいですか

【導入中学校男子】

　問Ｉ．あなたは、ファミコンなどのテレピゲ

　　　　ームがすきですか

　問ｎ．あなたは、コンピュータのような機械

　　　　で遊ぶのがすきですか、

　問Ⅲ．学校でのコンピュータを使ったクラブ

　　　　活動は楽しいです翫

　問IV.これからコンピュータを使ったクラブ

　　　　活動をもっとふやしてほしいですｱ％
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表３　自覚的な目の疲労感

　　　　　　　問Ⅲ．学校でのコンピュータを使った勉強（クラブ活動）は楽しいですか

　　　　　　　Miv.コンピュータを使った勉強（クラブ活動）のあとは、目がっかれますか
　　　　　　　問Ｖ．あなたはふだん、目がつかれやすいと感じることかありますか

【導入ホ学校男子】
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　コンピュータ学習後やふだん目の疲労を訴える

者は，導人校では男子（それぞれ39%, 38% )よ

り女子(53%, 74% )が多いのに対し，非導入校

では男女間(56%, 53% )であまり差は見られな

かった。また，中学校では，男子は43%,女子は

60％となり男女間で差が見られた。両質問聞での

クロスを肯定者(1)＋(2）と否定者（8）刊4）X2検定

すると，男女とも有意性があり（それぞれ，ｐ＜

0.05 , ｐ＜0,01），関連性は女子の方が男子より

高かった。

　また，コンピュータ学習後に目の疲労を訴える

者とコンピュータ学習を楽しむ著と同様に検定し

たが，特に関連はみられなかったが，筆者らの別

の調査では，コンピュータ学習が楽しいと回答す

る者程，コンピュータ学習後目が疲れないと回答

する傾向が見られた例もある。

　（3）コンピュータ学習・コンピュータクラブ活

表４　コンピュータ学習・クラブ活動前後における視機能の変化

　【小学校男子】

動前後における視機能の変化

　表４は，小学校でのコンピュータ学習，中学校

でのコンピュータクラブ活動の直前直後における

屈折度，近点距離，フリッカー値の変化を示した

ものである。さらに, 1986年に行ったＣ中学校で

のクラブ活動時における測定値の変化も示した。

　屈折度は中学校男子の遠見屈折度，近見屈折度

に有意な変化が認められた（いすれもp＜0.01）。

また，中学校女子の遠見屈折度に有意傾向か認め

られた他は有意差はない。調節度については，小

中学校男女ともに低下したが，有意差までには至

らなかった。

　近点距離は小中学校いずれも男子に有意に短縮

した（ｐ＜0.01）。

　全体的にみると，男子への変化が強いようであ

るが，これはＣＲＴへの集中性が大きく影響して

いると考えられる。特に中学生の場合は，クラブ
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問IV.コンピュータを使った勉強のあとは、目かつかれますか

　　　(1)とてもっかれる(2)すこしつかれる　C3)つかれない　　(4)わからない
問Ｖ．あなたはふだん、目がつかれやすいと感じることはありますか
　　　(1)とてもそう思う(2)すこしそう思う(3)ぜんぜんそう思わない
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活動ということもあり，その集中度は小学生に比

べて高い。これを補足するものとして, 1986年12

月のＣ中学校での180分のクラブ活動の前，中，

後に測定した結果をみる。当日は学内行事ともか

さなりクラブ員は時々コンピュータルームを退室

しており，また適宜自分の意志で休憩をとってお

り，ＣＲＴへの集中性は断続的であった。従って，

長時間のコンピュータ操作にもかかわらず，目の

疲労負担となって現われなかったものと思われる。

　さて，フリッカー値は疲労による低下は見られ

ず，むしろいずれも上昇し，中学校女子を除いて

有意差が認められた（ｐ＜0.05～p＜0.01）。

すなわち，コンピュータ学習・クラブ活動により，

大脳活動はむしろ覚醒化した状態を示した。

　（4）自覚的な目の疲労感と視機能

　表５は，小学生の自覚的な目の疲労感（コンピ

ュータ学習後，ふだん）と視機能との関連を示し

たものである。導入校ではコンピュータ学習前の

測定値を利用し，比較のため，非導入校のふだん

の目の疲労感との関連も示した。比較対象数の多

い（2）すこしつかれる・すこしそう思う，と, (3)

つかれない･ぜんぜんそう思わない，から検討す

る。

　両質間間では導入校･非導入校ともに目の疲れ

を訴える者の方が概して屈折度はよりマイナス側

であった。調節度についてみると，ふだん目の疲

れを訴える者は導入校･非導入校ともにより小さ

いのに対して，コンピュータ後目の疲れを訴える

者が逆により大きい結果を示した。このことをみ

ると，二つの目の疲れは，質的な差をもったもの

とも考えられる。さらに，検討したい。近点距離

はほとんど差がなかった。

　導入校と非導入校との比較では，概して非導入

校の方が屈折度はよりプラス側であり，調節度は

より大きく，近点距離は短い。また，非導入校は

フリッカー値も大きいが，目の疲れとの関連につ

いては特定の傾向は認められなかった。

Ⅳ　課題の整理

　本稿はコンピュータの学校教育への導人の是非

を論じたものではない。緒言でも述べたように，

導人が本格化しつつあるという状況から，子供達

の心身の健康への影響を探ることにより，コンピ

ュータ導入の方向性，活用の仕方あるいは環境整

備のあり方を考えていくための基礎研究である。

　今回の成果からの検討では，通常（といっても

その内容はあいまいではあるが）の利用において

は，短期的には視機能への影響はあまりなく，あ

ったとしてもわずかであり，休み時間中に回復す

る程度のものと考えている。しかし，あくまで通

常の場合であり，例えば，１授業中ずっとCRT

を見続けることはない，１日中ＣＡＩの授業が続

くことはない，環境整備かいきとどいているなど

の条件が伴う。

　測定の結果，45分間といえどもＣＲＴを注視し

続ければ視機能に負担がかかることが今回の測定

でも，特に中学生で観察された。また，適宜休憩

をとり入れれば180分のコンピュータ操作でも影

響は見られなかった。これについては，操作時の

ＶＴＲや一部の対象者にはＧＳＲ（皮膚電気反射）

測定を行っておりコンピュータ学習，クラブ活動

時の緊張‐開放といった情動の面から，集中性と

の関連を分折中である。

　意外であったのはフリッカー値の上昇である。すな

わち，1単位時間のコンピュータ学習・コンピュータ

クラブ活動では大脳の活発化（興奮状態）となって

現われた。元来，視機能といっても屈折度とフリ

ッカー値は別々の機能といえる。疲労としては，

主として前者は筋疲労，後者は神経疲労を代表す

るものと考えられる。おそらく，さらにコンピュ

ータ操作を持続すれば疲労，すなわちフリッカー

値の低下となってくるであろう。別の言い方をす

れば，休み時間は，筋疲労の回復や神経興奮の鎮

静化という意味で有効に働いているものと思われ

る。

　さて，今回の調査，測定を通して感じたことは，

視機能などに個人差の大きいことである。屈折度

や調節度と視力は相関性が高いことは知られてい

る。しかし，裸眼視力1.0以上といっても調節度

でみると0.75～3.5 Dの幅がみられた。特に低学

年には遠視者が多いことも知られており，配慮が

必要であろう。例えば，小学生で多くの級友に好

かれているのにコンピュータ学習では孤独になり

がちであり，愁訴も多いといった者もいた。また，
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中学校コンピュータクラブに期待して人部したに

もかかわらず，コンピュータが嫌い，クラブ活動

が楽しくないという者もいる。コンピュータに興

味がなく，あきっぽくて長続きしない原因として

その子供にとって視機能への負担があるとしたら

問題であろう。追跡調査などから探っていきたい。

　さらに，視機能に影響を与える大きな要因とし

て指導者の不足，環境（いわゆるワークステイシ

日ンの他，室内環境などを含む）の不備もあげら

れよう。これらについては今回は，詳しく検討し

なかった。ただ，現状では教育現場としては，コ

ンピュータの活用対策に勢力がそそがれており，

心身の健康への影響の検討はほとんどなされてい

ない。また，予算の制約もあり環境整備まで手が

回らない状態といえる。

　コンピュータ導入に伴う児童生徒の心身の健康

への影響を探るには，その内容は多岐にわたるは

すである。今回は質問紙調査と視機能測定を行っ

たが，導人校へ直接伺い学校教育の中で調査測定

することを前提においた。従ってこの意味では，

例えば，実験室内で模擬的授業などを行いながら

詳細な生体情報を得るという点には欠ける。今後

の研究課題と考えている。現在は，対象者の経年

的追跡による長期的な影響調査，さらには，学校

側の調査（ＣＡＩ導入への準備状況あるいは活用

小学生よりは中学生に強く現われた。クラプ活動

のより強いＣＲＴへの集中性が影響していると考

えられる。

　最後に，本研究の遂行に際して，快く測定の機

会を与えてくださいました/」ヽ学校，中学校各位に

感謝申し上げます。東京都眼科医会の岸田博公先

生には学校医の立場から眼科について多くのご教

示を戴きました。その他多くの皆様からご教示，

ご鞭捷を戴きましたことを感謝申し上げます。ま

た，測定，集計に協力戴いた東京犬学大学院学生，

愛知教育大学学生に感謝します。さらに，オート

レフＲ１を１台，ＶＤＴ近点計１台を快く貸して

戴きましたキャノン株式会社，東洋メディカル株

式会社にお礼を申し上げます。

　本研究の一部は，文部省科学研究費補助金（総

合研究A　61301089 : 学校へのＣＡＩ導入が児童

生徒の心身の健康に及ぼす影響に関する総合的研

究，代表者:柴若光昭）による。また，研究の一

部は，第30回東海学校保健学会(1987,岐阜），

第35回日本学校保健学会(1988 ， 和歌山）で発表

した。

内容，環境整備の対策，指導者の育成など）を進

めている。

Ｖ　まとめ

　ＣＡＩ導入校を中心にコンピュータヘの親和性

などについての質問紙調査とコンピュータ学習・

コンピュータクラブ活動前後における視機能の測

定から，児童生徒の心身への健康への影響を検討

した。次のように要約できる。

　（1）小中学校におけるコンピュータ学習やクラ

ブ活動に対する親和性は高く，多くは勉強・クラ

ブ活動の時間を増やして欲しいと希望している。

　（2）コンピュータ学習後やふだん目の疲れを自

覚する者は男女とも多く，特に，女子の方が両者

の関連性力呵金かった。

　（3）コンピュータ学習やクラブ活動前後におけ

る視機能の変化は女子より男子が大きく，さらに，
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